
輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイルス）感染が疑われた事例  

（2月8日報告）について  

1 経緯   

平成20年2月8目、日本赤十字社から輸血（赤血球濃厚液、血′ト板濃厚液）によ   

るHBV感染の疑い事例の報告があり、その後3月17日に、患者が死亡したとの報   

告があった。  

2 事例  

80歳代の男性。原疾患は急性骨髄性白血病。平成19年6月28日から平成20   

年2月3日にかけて、輸血（赤血球濃厚液合計78単位（2単位39本）、血小板濃   

厚液合計670単位（10単位67本））を受ける。   

輸血前の血液検査（平成19年6月15日）ではHB s抗原検査陰性、HBc抗体   

陰性であったが、輸血後の平成20年2月4日に、HB s抗原検査陽性、HBe抗原   

検査陽性、HB s抗体検査陰性、HB c抗体検査陽性、HBVrDNA検査陽性とな   

った。輸血後の平成20年2月6日にAST221、ALTlO6となり、3月12   

日、急性B型肝炎にて死亡。輸血と死亡との関連性ありとの担当医の見解である。  

3 状況  

（1）輸血された血液製剤について   

（∋当該患者には106人の供血者から採血された赤血球濃厚手夜及び血小板濃厚液を  

輸血。   

②当該製剤と同一供血者から製造された95本の原料血祭のうち、93本確保済み  

（2本使用済み）、11本の新鮮凍結血祭は全て確保済み。  

（2）106人の供血者について  

106人の供血者のうち、33名が献血に再来（HBV関連検査は全て陰性）。   

（平成20年5月15日現在、残る73名．の来訪なし。）  

（3）供血者個別NATの試験結果  

輸血時の供血者106人の供血時の保管検体について、個別NATを実施したと  

ころ、全て陰性であった。  

4 今後の対応  

（1）供血者73人の再献血・検査にかかるフォローを行う。  

（2）血液の安全対策の推進  

「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。  
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輸血用血液製剤でC型肝炎が疑われた事例  

（2月15報告）について   

1 経緯等  

平成18年2月15日、日本赤十ヰ杜から輸血（赤血球濃厚液）によるfICV感染  

の疑いの症例の報告があった。つその後、当該症例の死亡が確認され、日本赤卜字杜か  

ら3月8日に追加報告があったものである。  

2 事 例   

70歳代の男性。原疾患は血液腫瘍。平成17年8月13目から平成18年1月3  

0日までの間に、輸血（濃厚血小板液10単位47本、赤血球濃惇液2単位21本、  

新鮮凍結血柴5単位7本、同2単位4本、同1単位2本）を実施。患者は、2月19  

日に急性循環不全により死亡。患者の輸血前（8月12日）のflCV抗体検査は陰性  

であったが、本年1月30日にHCVコア抗原の陽性が確認され、2月14日のAS  

T／ALTは67／192であった。  

3 状 況  

（1）輸血された輸血用製剤について  

当該患者には、81人の供血者から採血された赤血球製剤、血小板製剤及び新   

鮮凍結血柴を輸血。  

・当該製剤と同一供血者から製造された70本の原料血祭のうち67本は確保・   

廃棄済み（3本は使用済み）。新鮮凍結血祭は、14本製造で11本確保済み（3   

本は医療機関供給済み）。）赤血球製剤6本は医療機関供給済み。  

（2）検体検査の状況  

保管検体81本のHCV個別NATはすべて陰性。  

供血者81人中78人が献血に再来又は再採血し、HCV関連検査は陰性であ   

った（平成20年4月24日現在、残る3人のその後の来訪なし）。  

（3）患者検体の調査  

輸血後の検体でHCV－RNA陽惟が確認された。  

（4）担当医の見解  

・ C型肝炎が死期を早めたと思われるが、輸血かC型肝炎の原因であるとの証明   

はされていないとのこと。  

（5）併用薬等  
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当該患者は、輸血と同時期に乾燥アンチトロンビン、乾燥スルホ化グロブリ  

ン、人血清アルブミンを併用していた。  

4 今後の対応  

（1）今後、遡及調査ガイドラインの徹底を進める。  

（2）再来していない供血者3人のフォローアップを引き続き行う。  
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輸血用血液製剤で細菌感染が疑われた事例  

（3月10日報告）について  

l 経緯   

平成20年3月10日、日本赤卜字杜から輸血（赤血球濃厚液）による細菌感染の   

疑い事例で患者が死亡した症例の報告があった。  

2 事例  

90歳代の女性。原疾患は骨髄異形成症候群。平成20年3月5日に、輸血（赤血   

球濃厚液2単位）を受ける。輸血前体温37．9℃、輸血後体温39．2℃、悪寒あ   

り。つ 3月6R、敗血症件ショックにて死亡。院内にて実施の患者血液培養より   

〟ノeム∫ノeノノ∂JⅥe〟併0〃ノ∂eを同定した。  

3 状況  

（1）輸血された血液製剤について   

・当該患者には、1人の供血者から採血された赤血球濃厚液を輸血。   

・当該製剤と同一供血者から製造された1本の原料血祭は確保済み。   

・当該製剤1本は、採血10日目の照射赤血球濃厚液－IJR。  

（2）検体検査の状況   

・日本赤十字社において、当該製剤の使用済みバッグによる細菌培養試験を実施。  

試験結果は陰性。  

（3）患者検体の調査   

・非溶血性副作用関連検査実施。抗血祭タンパク質抗体検査は陰性、血祭タンパク  

質欠損検査は欠損なし。  

（4）担当医の見解   

①医療機関からの第1報にて、「副作用の程度は重篤であり、副作用・感染症と輸  

血血液との因果関係は不明だが、発熱は可能性がある。発熱は39．2℃までで、   

輸血直後に急に出現したため因果関係ありと考える。輸血と死亡との関連性は不明  

である。（剖検なし）」との意見。   

②目本赤十字社の調査結果を受けて、「副作用・感染症と輸血血液との因果関係は  

不明である」、「輸血と死亡との関連性なし」とのコメントあり。  

4 今後の対応  

今後、遡及調査ガイドラインの徹底や細菌を除去・不活化する方策の検討を進め、  

輸血用血液製剤と細菌感染症の因果関係を明らかにする。  
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平成20年度感染症報告事例のまとめ（前回報告分以降）について  

2日までに報告（新規及び追加）があった感染症報告（疑い事例  
及調査によるものを除く。）は、輸血用血液製剤44件である。  

月
遡
 
 

5
た
 
 

年
し
 
 

0
始
 
 

2
開
 
4
5
0
5
 
 

、
b
‖
ツ
 
 
1
1
 
 
1
 
 

か
よ
 
 

分
に
 
 

告
報
、
 
 
 

例
 
 

報
情
は
＝
＝
告
 
 

日
の
訳
例
例
例
報
 
 

1
ら
内
幸
事
告
症
 
 

月
か
の
告
告
報
染
 
 

1
者
剤
報
報
染
感
 
 

年
血
製
炎
炎
感
の
 
 

0
供
液
肝
肝
∨
他
 
 

2
 
0
血
型
型
Ⅰ
の
 
 

成
む
用
B
C
H
そ
 
 

輸
 

を
1
2
3
4
 
 

（
 
（
 
（
 
（
 
 

例
染
 
事
感
 
 

告
に
 
 

報
後
前
 
 

炎
前
血
 
 

肝
血
輸
 
 

型
輸
は
 
 

B
）
 
 

1
 
 

2
（
 
 

症検査でHBs抗原（又はHBV－DNA）等が陽転した事例はIl例（うち、輸血後NATで陰性又  
後で陽性は3例）。  

剤を提供した献血者の保管検体の個別N A T陽性の事例は0例。  液
血
 
 

血
輸
 
 
 

）
 
）
 
 

2
3
 
 

（
 
（
 
 

製
 
 
後に死亡（原疾患又は他の原因による死亡を除く）したとの報告を受けた事例は2例（劇症化例含  

む。）である。  

事
抗
L
液
亡
 
 

告
に
例
血
死
 
 

報
後
2
た
に
 
 

炎
前
は
し
後
 
 

肝
血
性
用
血
 
 

型
輸
陽
使
輸
 
 

C
）
 
）
）
 
 
 

検
 
 

例
体
 
 

1
 
 

3
（
 
 査（又はHCV－RNA）等が陽転した事例は12例（うち、輸血後NATで陰性又は輸血前後で  N

O
 
 矧 

く  

製剤を提供し  
（原疾患又は   

J
 

個
除
 
 

の
を
 
 

体
亡
 
 

検
死
 
 

管
る
 
 

保
よ
 
 

の
に
 
 

者
因
 
 

血
原
 
 

献
の
 
 

た
他
 
 

2
3
 
 

（
 
（
 
 

m
方
く
 
 

個
除
 
 

の
を
 
 
 

0
体
亡
 
 
 

例
検
死
 
 
 

0
管
る
 
 
 

は
保
よ
 
 
 

例
の
に
 
 
 

事
者
因
 
 
 

た
血
原
 
 
 

し
献
の
 
 
 

転
た
他
 
 
 

陽
し
は
 
 
 

が
供
又
 
 
 

等
提
患
 
 
 

査
を
疾
 
 
 

検
剤
原
 
 
 

体
製
（
 
 

例
抗
液
亡
 
 

事
に
血
死
 
 

告
後
た
に
 
 

報
前
し
後
 
 

∨
血
用
血
 
 

Ⅰ
輸
使
輸
 
 

H
）
）
）
 
 

1
 
2
3
 
 

4
（
（
（
 
 

JN A T陽性事例は0例。  
）したとの報告を受けた事例は0例。  

5 その他感染症報告事例  
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（05／07）  保管検傭1  関係なしと考える。患  医療機関へ 供給済み〔受 血者は輸血  DNA（＋）  

B聖肝炎   HBV－DNÅ（＋） （〔娼／03）  曝性（輸血後）   本について H日∨口NA（  
Hi  ウイルスの解析：献血者検  

機能等に異常は認  前後ともに【  体（次回儒血時のHBV暢性  
HBeA〆十）  

）  められていません。J  s抗原陰性で  
保管検体）と患者検体とでS  

HBeAb（）  とのコメントが得られ  あり感染の疑  領域193ヒpの埴基配列を比  
（08／03）  

ました。   いなしとコメン  鼓したところ、憮血者のHB  

トあり）  

ウイルスはGen（止ypeBで嶋  

基配列よリsubtypeはadwと  
推定した。患者のHBウイル  
スはGenotypeCで塩基配  
列からSubtypeはadrと推定  

した「職血者株と患者株の  
塩基配列は14カ所の相違  
があった。  

NATで陰 工二二＝ニニニニ  性又は輸  血前後で 二ニニ∵コニ  ～陽性  1本の原料血 兼、1本の赤血 球MAPを製造。  

司   

2／8  



供血者発  
遡及の場  
合の供血  
者保管検  
体（抗原、  

抗体、  
NAT）（投  
与時点J  

供血着発遡及の場合の供  
血者の検査値  啓染痘 等量云帰  同一供血者製剤 確保※  同一供血者 製剤使用※  受血者個刊 NAT  蘭血有価別 NAT  併用血液 製剤篭  

日赤投与前   
検査  

日赤投与後   
検査  投与飾検査 （年月1  投与後検査 （年月）  

転帰  筒考  

4本の原料血  
菜、2本の新鮮  
凍給血菜LRを  

製造。原料血  
菜、新鮮凍結血  
菜LRはすべて  

確保済み。  

4本の原料血  
莱、1本の新鮮  
凍結血菜LRを  

製造。原料血菜  
は全て確保済  
み′新鮮凍結血  
粟LRは確保済  
み 

10本の原料血  
乗、1本の新鮮  
凍結血蒸一LRを  
製造。原Il血菜  
は8本確保済  
み。新鮮凍結血  
菜しRは確保済  
み 

HBsÅれ－）  

H［isÅbし）  

H［iGÅb（）  

（07′09）  

隆性（輸血前1  
陰性（輸血後J  

HBVDNA（＋） （07′ノ12）  

人赤血球濃」草薙 （放射線照射卜LR  

三l化器疾  

患  

HB（⊃Abト）  

H8VDNAト）  
HBsA釘）  

HBsAbt）  
（08ノ／0い  

1  

I  

人血清ア ルブミン  陰性（輸血椚 陰性（輸血後  

H日sAgt）  
（07／‖）  

HBVDNA（＋）  
H【〕sA武＋）  

H【〕sAbト）  

HEIeA釘十）  

H［leAbし）  

HBcÅb卜）  

1gM－H【；cAb（  

）  

（0乱′02）  

H日∨DNA（十1  
し07／07）  

H8sA武）  
HBsAb（1  
HBcAb（＋）  

（07ノ′07）  

HBVDNA（十1  
H【〕sAd十〉  

H【〕sAb（＼  

H【〕cAbし＋）  

（08ノ／02）  

保管検体11 本全部 HBVDNA（ ）  

人赤血球濃厚液  
人赤血球濃厚液 LR  （放射線照射卜しR  

関連検香  
1／11（H8V  陰性／  

原料血菜は2 本使用済み。  
鳩性（輸血前）  

鳩性（輸血後）  多発性骨 髄腫  

陽転未確認事例  

17本の原料血  
菜、1本の新鮮  
凍結血菜、18本  
の赤血球MÅP、  
13本の赤血球濃  
厚液LRを虫  

遣。原料血菜は  
使用の有無を郡】  
書中「  

新色羊凍結血  
菜、赤血球  
MAP、赤血球 濃厚液LRは  

全て医療機関  
へ供給済み。   

本について  
HBVNAT  

保管検体31   実施予定  

人アンチト  
乾燥濃縮  ロンピン3  

H［lsA〆十）  

HBsAb（）  
（07ノ101  

日BVDNA（－）  
HBsA〆十）  

HBsAb（）  

HBeA〆）  
HBeAb（＋）  

（〔形′／04）  

保管検体15  
本について  
HBV帖T  

実施予定  

人赤血球濃厚王座  
（放射線照射J  
人赤血球濃」王液  
（放射線照射JLR  

血液腫瘍、 腎不全、帰 陣言  
H8V関連検査 実施予定  H8sAgt） （07 01）  07／0† 07／0ト07  

調査中  
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供血者発  
遡及の場  
合の供血  
書保管検  
体（抗原、  

抗体、  
NATl（投  

与時点）  

供血者発遡及の場合の供 血者の検査値   同一供血者 製剤使用※  感染症 尊重云帰  同一供血者製剤 確保※  献血者個別 NAT  併用血液 虫網等  
日赤投与前   
校査  

日赤投与後   
検査  受血有価別 NAT  投与前検査 （年月）  投与後検査 （年月）  

婁云帰  節電  

HCVコアA虞）  
HCV－Åb（1  

（07′′11）  

HCVコアAよ十）  
HCVAb（）  
（08／Ol）  

HCVRNAい）  
（08／02）  

HCVAb（＋1  
（08／02）  

HCVコアAgし）  
HCV人b（1  

（08ノ0り  

HCVコアA虞＋）  
HCVAbト）  
（08′′02）  

HCVRNA（十1  
HCVコアAg（◆）  

（08ノ02）  

HCVコアA〆）  
HCVAbト）  
（〔裕／071  

HCVAbい）  
（07ノ12）  

HCVAbト1  
し0臥ノ01）  

HCVRNA（＋1  
HCVAb（＋）  
（〔将／021  

HCVAbし＋1  
（02′ノ05）  

HCVAb（＋）  
（07‘11）  

2本の新鮮凍結  
血柔肌LRを製  
造亡新鮮凍結血  
渠しRは全て確  
保済み「  保管検体2 本全部 HCVRNA（一 ）  

陰性（輸血lけ） 陽性（輸血後J  

HCVRNAト） （07‘111  HCV－RNA（－〉 （〔項031  

人赤血球濃厚；夜 （放射線照射卜しR  HCVAb（） （9810）  

18本の原料血  

菜、5本の新鮮  
凍結血桑しRを  
製造一帯国血  
桑、新鮮：支繕血  

薫－LRは全て確  

保済み「  

45本の原料血  
薫∴折本の新鮮  
凍結血菜、2本  
の新鮮凍結血兼  
－しRを製造。原  

料血菜は15本確  
保済み′斬艶文  
給血粟一LRは全  

て確保済み「  

5本の昂料血  

策、2本の新督  
凍結血菜を製  
造。  

保管検体23 本全部 HCVRNAト ）  

（放射線照射／しR  
人血小板濃厚雇  
人赤血球濃厚液   （放射線照射l  

陰性（輸血前） 陽性（輸血後）  HCVRNA、） （07′08）  HCVRNAし＋） （08′01）  HCV Abし） し07′081  

∽本性用済  
み。新生羊凍結  
血索はすペて  

昂料血菜は    医療機関へ 供給済み「  

（放射線照射〉  

人赤血球濃；享液  
（放射矧熱和  

人赤血球濃厚液  
人血小梅濃】享液     し放射線照射卜LR  

保管検体47 本全部 HCV〝RNAし ）  

HCVAb（＋）  HCVRNA（＋）  （08．ノ03）  後遺症有 （慢性肝炎 

陽性（輸血後ノ  

ペて使用済  
み「新鮮凍結  
血菜は全て医  

原料血菜はす    療機関へ供 給済みp  

保管検体5 本全部 HCVRNA（  加熱人血 菜たん白   人赤血球濃厚液 （放射線照射）  骨折、肺疾 患  HCV Ab（ 

輸血後NATで陰性又は輸血前後で陽性  

9本の原料血  
薫、3本の新鮮  
凍結血菜LRを  
劇造。原料血  
菜、新鮮凍結血  
菜LRは全て確  

保済み。   

44本の原料血  

兼、3本の新鮮  
凍結血菜しR、  
33本の赤血球濃  
厚液LRを製  
造。原料血菜、  
新鮮凍結血菜  
LRは全て確保済  
み。  

HCVRNA（＋）  
HCVAb（＋）  
（07ノ08＼  

HCVRNA（）  
HCVAbいl  
（080い  

HCVRNAし1  
HCVAb（）  
（0710）  

HCVA上し1  
（07′′11．12）  

HCVMし）  
HCVAb（）  
（（刃／01〕  

保管検体12 本全部 HCVRNA（ ）  

HCVAbし←）  

し0801）  

HCVM（・）  

（08。01）  
21Z：HCV 関連検否 陰性  

瘍、泌尿器  
消化器頒  疾患  HCV尺NA（十） HCVAb（十） （07′08l  

暢性（輸血椚J  
暗性（輸血後）  人赤血球濃厚液 く放射線照射JしR  HCV Abし＼ （07 0Tl  

人赤血球濱」草薙  
（放射線照射卜LR  
新色筆凍結人血薫一  
しR  

人血小梅濃l亨‡夜  

（放射綬照射ノ  

07 1? 

0710  071D O71Z OTノ10 0丁′′12  

患者は0801ノ27急  

性肺水腫にて死亡。  
剖検なし「  
担当医の見解死亡  
と本剤の関連性なし  

HCVAbt＼  
（07ノ′12）  

HCVRNAい）  
HCVAbト1  
（〔昭ノ′011  

液LRはすペ  

て医療機関へ  赤血球濃厚   供給済み「  保管検f如0 本全部 HCVRNA（ ）  

62重任 64上位 160単位  

（HCV関連  
25′′80  検査陰性）  

心疾患、血 腫、ショック  HCVA上し） （07′′10）  

陰性（輸血後J  

陽転未確認事例  

HCVコアAよ）  
（07′07）  

HCVコアA臥＋）  
（07′12）  

HCVコアA〆＋）  
HCVAb（↑）  
（08．′01）  

本について  
HCV帖T  保管検体一   実施予定  

47（HCV開  

運横雲陰  
性 

HCV開運検査  

実施予定  
人赤血球濃厚液  
（放射線照射卜LR  HCVAbし） （07′03）  

那室中  

5／8  
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供血者発  
遡及の場 合の供血  

者保管検  
体（抗原、  
抗体、  
NAT）（投  

与時点）  

供血着発遡及の場合の供  
血者の検査値   同一供血春 型剤使用※  感染症 筆転帰  同一供血古里刑 確保※  職血音信別 NAT  

併用血液  
製剤等  

日赤投与後   
検査  受血者個別 NAT  投与後検査 （年月）  

日赤投与椚   
検査  投与前検査 （年月l  

転帰  筒考  

BTこ】6Z℃  

一393℃  

患者静脈血  
液培養は陰  
性r  
糞便培養によ  
り緑横面、カ  
ンジグ菌検  
出。  

非溶血性別作  
用関連検査実  
施。抗血菜タ  
ンパク質抗体  
検喜陰性。  
血薫タンパク  
巽欠損検査  
欠損なし「  

非溶血性副作  
用関連検査実  
施。抗血奨タ  
ンパク買抗体  
検査 陰性。  
血渠タンパク  
質欠損検査  
欠損なし。  

非溶血性副作  
用関連検幸実  
施。抗血菜タ  
ンパク貫抗体  
検査陰性。  
血菜タンパク  
巽欠損検査  
欠損なし－  

当該製剤（1  

本ノで細菌  

投与中止の   培養賦綴を 実施、陰 性〔  
貧血、糖尿  
病（l聖l、  

腎疾患∴罵  
血1王  

1本の原料血菜  

を製造。原料血  
菱は確保済み「  

の照射赤血球濃厚  
被疑薬採血1引∃日  液しRし1本J  

人赤血球濃厚液 （放射線照射卜しR  

被疑薬採血3日目  
の濃厚血小板（1本）  

耶否をうけて、担当  
医より「副作用・恐染  
症と輸血との因果関  
係なしと考える」との  
見解が得られまし  
たF  

被疑桑採血11日目  
の照射赤血球濃厚  
液LR（1本J  
担当医より「コンタミ  
ネーションの可能性」  
があるとのコメント「  

当該製剤（1  

本）で姻函  

投与中止の   培養試験を 実施、陰 性。  
を望造。原料血  
1本の原料血乗  兼は確保済み【  

人血小板濃厚液 （放射線照射）  

投与中止の  
当該製剤（1  

本）でわ菌  

培養‡式験を  
実施、慢  
性卜  

使用済み  
／くッケによ  

る細菌培養  
試験を実  
施、陰性。  

実  
バッグによ  
る細菌培養  
拭検を実  
施、陰性。  

を製造。原料血  1本の原料血莱  兼は確保済み。  人赤血球濃厚液 （放射線照射卜LR  

BT402もc  

院内にて患者  
血液培養実  
施、陰性。  

BT37 5Cc  
－38 5Uc  

院内にて実施  
の患者エンド  
トキシン検査  
は陰性。院内  
にて患者血液  
培養実態、陰  
性。  

を製造。原料血  
1本の原料血索  菜は確保済み⊂  

被疑薬採血3日目 の濃厚血小板（1本）  
人血小梅三罠厚液 （放射線照射）  

非溶血性副作  
用関連検査  
施。抗血菜タ  
ンパク巽抗体  
検査陰性。  
血菜タンパク  
覧欠損検査  
欠損なし。  

非溶血性副作  
用開運検査実  
施。抗血渠タ  
ン／くク買抗体  

検査．陰性。  

血莱タンパク  
質欠損検査  
欠損なし。  

を丑造。原料血  1本の原料血乗  薫は確保済み。  被疑薬採血4日目 の濃厚血小板（1本）  骨磯異形 成症候群  人血小坂濃厚濯  

被疑薬採血10日目  
の照射赤血球濃厚  
液（1本）  

結果を受けて、担当  
医よリ「副作用・感染  
症と輔血血液との田  
臭関係は不明であ  
る。」とのコメントが得  
られました。  

BT37 9凸c  
－39 2℃  

暁内にて患者  
血液培養実  
施、Klebs】ellさ  

卿eumOn】aeを  

同定。  

使用済み  
バッグによ  
る細菌培養  
試験を実  
施、陰性。  

を製造。原料血  †本の原料血菜  渠は確保済み。  骨髄異形 成症候眉  人赤血球濃厚液 （放射線照射卜LR  

被撰薬採血12日自  
の赤血球濃厚濯しR  
2008年3月10∈Iに  

「発熱、呼吸菅」とし  
て情報入手し、担当  
医の重篤度判断が  
非重篤であったた  
め、報告対象外とし  
ていたが、患者血液  

培養より細菌が検出  
されたとの追加情報  
を入手し、細菌感染  
も疑われるとの担当  
医の見解が得られた  
ため、感染症症例と  
して報告ぐ  

BT378Uc  
一→394bc  

院内にて実施  
の患者血培  
養によリグラ  
ム陰性持直を  
検出。  
Burkh（Jdena  

pICkettIi同  

定〔  

投与中止の  
当該製剤（1  

本）で細菌  

培養試験を  
実施予定。  

を製造。原料血  
禿は使用の有無  
1本の原料血渠   を調査中〔  

用関連検香美  
非溶血性副作  施予定⊂  動脈硬化 症  

人赤血Ⅰ素濃厚液  
しR  

調査中  調査中  明書中  
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患  
使用量位  供血者扁  同一供血着装鋼  同一供血者   

日赤番  よ・≡… －  FÅX受付日  報告受領日  一般名  者  年齢  ＝ ニ ＝二  踵染症名  投与年月  投与蘭検査  投与経験雇  日赤投与繍  日赤投与後  受血者個側  献血者価別  併用血液  精考  数  献血※  確保※  製剤使用※   
別  

BP70／台  
KT調℃  

被疑薬：採血3日目  1本の原料血  

※患者血液  の濃厚血小板（1本）  菜、1本の新鮮  
洗浄人赤血球浮  BPlO4／62     培養にてゲラ   非溶血性割作  洗浄赤血球LR（1   凍結血兼LRを  

3－08033  A 080（X）028  2〔旧8／4／2  2（X〉乱′4／15   遊液LR  男  40  ＝；．・  わ菌感染  08／03         前妻中  用関連検査票   2単位  製造原料血兼   
（投与直前）   施予定  で 試検を実施  6 赤血球濃厚液LRを  調査中  

後、  予定  原料として製造し翌  調査中。新鮮凍  

Xan仙olⅥOnaS  日使用   結血莱LRは確  

ma旺oph舶と  保済み。   

同定。  

BP40．1℃  

※患者血液  同一採血番  
培養にてゲラ  非溶血性副作  1本の新鮮凍結  

被疑薬：採血19日目 の 血兼LRを丑  

31）8034  ム陽性球菌 検出。  赤血球濃厚液一  造。新鮮凍結血  

Staph勇OCOCC  施  しR（1本）   
莱LRは確保済  

usepi（】e「midi  予定  み。  

と同定。  

輸血終了20  

31）8048   2（氾8／l／24  HRlO9  調査中   

人赤血球濃厚液  
308042  

分後、失神。 BPti4／54  院内にて患者 血培養実働 中。 蘭血後4時間 で発熱37bc ・・→38℃ 激しい胃腸痙 状（下痢） 院内にて患者 血液培養実 施中。   

供血者莞  
遡及の場 合の供血  

同一供血者  感染症   者保管頓  供血着発遡及の場合の供   
転帰         製剤使用※  篭転帰   体（抗昂、  

抗体、  
NAT）（牧  
与時点）   

調査中  重篤  軽快  

非重層  回復  

調査中  重篤  不明  

ーl  

」
】
 
㌧
」
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